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桐
生
市
藝げ
い
じ
ゅ
つ術
大
使
任
命
式

藝
術
大
使
就
任
・
市
民
文
化
会
館

開
館
20
周
年
記
念
講
演
会

まちの話題

　
先
日
、
私
が
会
長
を
し
て
い

る
「
国
道
50
号
バ
イ
パ
ス
建
設

促
進
期
成
同
盟
会
」
の
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
同
盟
会
で
は
、
県
内
で

唯
一
残
っ
て
い
る
２
車
線
区
間

（
前
橋
市
今
井
町
～
笠
懸
町

鹿
）
を
、
国
の
「
前
橋
笠
懸
道

路
」
事
業
と
し
て
、
道
路
の
拡

幅
と
バ
イ
パ
ス
で
４
車
線
道
路

へ
と
整
備
す
る
た
め
、
沿
線
９

市
の
会
員
と
連
携
し
て
、
国
な

ど
へ
早
期
完
成
の
働
き
か
け
を

積
極
的
に
続
け
て
い
ま
す
。

　
国
道
50
号
は
、
桐
生
市
に
と

っ
て
も
県
中
央
部
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
と
し
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
よ
う

な
慢
性
的
な
渋
滞
を
解
消
し
、

交
通
安
全
や
生
活
環
境
の
改
善

を
図
る
と
と
も
に
、
ス
ム
ー
ズ

な
物
流
の
確
保
に
よ
る
地
域
産

業
の
発
展
の
た
め
に
も
事
業
の

促
進
を
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
沿
線
市
と
連
携

協
力
し
、
早
期
の
完
成
を
国
な

ど
へ
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
９
月
２
日
（
土
）
に 

市
民
文

化
会
館
シ
ル
ク
ホ
ー
ル
で
、
桐
生

市
出
身
の
画
家
、
山
口
晃
さ
ん
の

「
桐
生
市
藝
術
大
使
任
命
式
、
藝

術
大
使
就
任
・
桐
生
市
市
民
文
化

会
館
開
館
20
周
年
記
念
講
演
会
」

が
開
催
さ
れ
、
約
８
０
０
人
の
来

場
者
が
見
守
る
な
か
、
亀
山
市
長

か
ら
任
命
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　
藝
術
大
使
に
任
命
さ
れ
た
山
口

さ
ん
は
、
「
年
間
10
万
人
の
客
を

連
れ
て
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
桐
生
を
訪
れ
る
き
っ
か
け
を

ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
ま
い
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
」
と
抱
負
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
「
ふ
る
さ
と
に
思

う
」
と
題
し
て
、
市
内
の
情
景
や

友
人
と
の
や
り
取
り
を
懐
か
し
み

な
が
ら
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
用
意
さ
れ
た
大
型
ス
ク

リ
ー
ン
で
、
空
か
ら
見
た
桐
生
市

街
を
題
材
に
細
か
く
書
き
込
ま
れ

て
い
る
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
」
（
上
写
真
、

制
作
中
）
を
映
し

な
が
ら
、
思
い
出

を
交
え
て
解
説

し
、
メ
イ
ン
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
し

て
迎
え
ら
れ
た

「
道
後
ア
ー
ト

２
０
１
６
」
の
作

品
の
紹
介
で
は
、

道
後
の
街
中
の
風

景
写
真
と
、
山
口

さ
ん
が
制
作
し
た

作
品
を
交
互
に
映

し
、
そ
の
場
所
の

特
徴
や
、
制
作
時

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な

ど
を
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
て
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
山
口
さ
ん
の
今

後
の
御
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
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